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SEA+WPA では高エネルギーの理論家がやたらに増えてきたし,その傾向は今後 も続 くだろうと予
想される｡更にこの地域内のいくつかの国々 (China,Korea,Vietnam,Australia,‥.)を思い浮べれば
判るように,この地域出身の高エネルギー実験家で,欧米で活躍 している人の数も,最近どんどん増えて
きた｡今はまだ(日本のように)理論の方が実験の人数より多いけれど,これから5年,10年の間は,莱
験家ののびが大きくて,ともかく高エネルギー物理屋の数が今よりうんと増えることは間違いない｡
こういう傾向を象徴する事実は,北京郊外にやがて建設される筈の 50GeV陽子加速器である(さら
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